
目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ＨＤ株式会社

福島第一原子力発電所の
最近の状況について

令和5年3月27日

その他資料No.1



目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ＨＤ株式会社

1放射線・放射能レベル推移①（海水放射能濃度）

海水放射能濃度
 港湾口は低水準で安定。セシウム137はWHO飲料水基準未満。
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2放射線・放射能レベル推移②（空間線量率，空気中放射性物質の濃度）

空間線量率
 全てのモニタリングポストにおいて、低いレベルで安定。

空気中放射性物質の濃度
 ダストの濃度は、 大きな上昇はなく、低い濃度で安定。



2021年4月13日、「廃炉・汚染水・処理水対策関係閣僚等会議」が開催され、多核種除去設備等処理水の処分に関する基本方針が決定されました。
これを踏まえて、4月16日に東京電力の対応について公表しました。
処理水の海洋放出にあたっては、安全に関する基準等を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してまいります。また、風評影響を最大限抑
制するべく、モニタリングのさらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAによる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性高く、継
続的に発信してまいります。

多核種除去設備等処理水の処分

2016/6 トリチウム水
タスクフォース報告書

多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会（2016/11～2020/1、17回）

2020/2 多核種除去設備等処理水の取扱い
に関する小委員会報告書

2018/8 説明・公聴会、意見募集

ALPS処理水の取扱いに関する検討状況

処理水

【ALPS処理水希釈放出設備の全体概要】

多核種除去設備等処理水の取扱い
に係る関係者の御意見を伺う場
（2020/4～2020/10、7回）

2021/4/13 多核種除去設備等処理水の処分に
関する基本方針決定

2021/4/16 東京電力の対応について公表大型休憩所から見たタンクエリア（2015年10月29日）

トリチウム水タスクフォース（2013/12～2016/5、15回）
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2021/12/21 多核種除去設備等処理水の取扱いに関する「福島第一
原子力発電所特定原子力施設に係る実施計画変更認可申請書」の申請
2021/12/28 「ALPS処理水の処分に関する基本方針の着実な実行に
向けた行動計画」の策定

多核種除去設備等処理水の処分に係る実施計画に関する審査会合
（2021/7～2022/4、15回）
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2022/4/28、5/13、7/15
実施計画変更認可申請書 一部補正の申請

2022/7/22
実施計画変更認可申請書 認可

2022/8/4 工事着工

コミュニケーション活動の充実
福島第一原子力発電所の廃炉・汚染水・処理水対策は、長期にわたるリスク低減の取組みが必要です。廃炉作業の一環である
ALPS処理水の取扱いについて、引き続き、地元の皆さま、漁業関係者の皆さまをはじめ関係する皆さまに対し、安全を確保するため
の設備設計や運用・管理、放射性物質のモニタリング等の考えや対応について説明を尽くし、皆さまのご懸念や関心にしっかり向き合
い一つひとつお応えしていく取組みを進めていきます。
また、広く国内外の皆さまにご理解をより深めていただけるよう、ALPS処理水の測定結果や設備の運用、放射線影響評価などに関
する情報を、分かりやすい形で発信していく取組みを継続・強化していきます。

●国際原子力機関（IAEA）の安全性評価
－ 2022年2月、IAEA職員および国際専門家（米/英/仏/露/中/他）
が来日し、国際安全基準に基づく技術的な確認が行われ、4月29日に
安全性評価の報告書が公表されました。
－ 報告書では、設備の安全性について「設備の設計と運用手順の中
で的確に予防措置が講じられていることが確認された」、放射線
影響評価について「人の放射線影響は日本の規制当局が定める水
準より大幅に小さいことが確認された」と評価いただきました

●国内外メディア等を通じた情報発信
－科学的根拠に基づく情報をお伝えいただけるよう、報道発表、
記者会見、発電所の現場公開、説明会等を実施しています。

－海外主要メディアや外交団等に対しブリーフィングやプレス
ツアーを実施。近隣国への情報発信も強化中。海外メディアへ
の情報発信や、大使館への情報提供に注力します。
例）2022年5月10日 外交団等、海外メディア 等

IAEA現地調査の様子

●さまざまな機会を捉えた関係者とのコミュニケーション
－ 首都圏をはじめ、地域の皆さまや関係する皆さまへ、ALPS処
理水の取扱いに関する考えや安全対策、風評対策等をご説明し、
ご意見をお伺いする取組みを進めています。
（2021年度 約3,000回）

－ 福島第一原子力発電所の視察・座談会を2019年度から、浜通
りの 13市町村を対象に開催。2021年度、2022年度は福島県
内に拡大して実施しています。（2022年度は、計17回を計画）

－ また、東京電力Webで公開中の「福島第一バーチャルツアー」動画
等を活用したオンライン型の視察（視察者と案内者をネットで
繋ぐ）も、国内外の方のニーズに応じて実施しています。
(2020年8月～2022年7月 オンライン視察者：59団体、
2,250名：海外団体を含む)

座談会（対話）の様子

「動画でわかる。ALPS処理水」シリーズ
youtubeで公開中（日・英）2022年1月に全面改訂記者会見の様子

●海洋生物の飼育試験
－地域の皆さま、関係者の皆さまをはじめ、社会の皆さま
のご不安の解消やご安心につながるよう、ALPS処理水
を含む海水の水槽で海洋生物を飼育し、通常の海水
で飼育した場合との比較を行い、その状況をわかりやすく、
丁寧にお示ししたいと考えています。
－また、トリチウム等の挙動については、国内外で数多くの
研究がされてきており、それらの実験結果を踏まえて、
まずは半年間の試験データを収集し、過去の実験結果
と同じように「生体内でのトリチウムは濃縮されず、生体
内のトリチウム濃度が生育環境以上の濃度にならない
こと」もお示ししたいと考えています。
－2022年3月から、発電所近海の海水を用いたヒラメの
飼育練習を開始し、飼育ノウハウの蓄積や設備設計の
確認等を行いました。
－9月30日から、次の段階である『飼育試験』に移行し、
10月3日にALPS処理水を添加しました。

• 日々の飼育状況を3月17日より、東京電力ホームページ、ツイッ
ターで公開しています。

– ホームページアドレス：
http://www.tepco.co.jp/decommission/inform
ation/newsrelease/breedingtest/index-j.html

– ツイッターアドレス：
https://twitter.com/TEPCOfishkeeper

モックアップ水槽全体

2022/8/30 「福島第一原子力発電所におけ
るALPS処理水の処分に伴う対策の強化・拡充
の考え方」 とりまとめ

飼育準備水槽のヒラメ

2022/11/14
実施計画変更認可申請書
の申請（組織体制、測定・
評価対象核種の改定等）

2023/2/14,20
実施計画変更認可申請書
の申請（組織体制、測定・
評価対象核種の選定等）
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２０２３年２月２２日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合/事務局会議
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